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社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

山本太郎・教授 研究事業運営委員 結核研究所 

山本太郎・教授 エイズ・感染症対策技術専門員・選考委員 国際協力機構  青年海外協力隊事務局 

山本太郎・教授 館外研究員 国立民族学博物館 

山本太郎・教授 日本熱帯医学会常任理事（庶務担当） 日本熱帯医学会 

山本太郎・教授 客員研究員 東京大学医学教育国際協力センター 

山本太郎・教授 国際保健検討委員会委員 日本医師会 

山本太郎・教授 客員教授 大連医科大学 

山本太郎・教授 客員教授 福建医科大学 

山本太郎・教授 武見フェロー選考委員 日本医師会 

山本太郎・教授 国際緊急援助隊感染症対策チーム公衆衛生部会

部会長 

国際協力機構 
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山本太郎・教授 長崎県環境保健研究センター倫理審査委員会委

員 

長崎県環境保健研究センター 

山本太郎・教授 

和田崇之・准教授 

伊東啓・助教 

中野政之・助教 

熱研サマースクール 熱帯医学研究所 

和田崇之・准教授 客員研究員 結核研究所 

和田崇之・准教授 Board member Asian Society of Conservation Medicine 

和田崇之・准教授 幹事 日本結核病学会 実験結核研究会 

伊東啓・助教 客員研究員 University of Basel 

中野政之・助教 評議員 日本細菌学会九州支部会 

 

競争的資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

山本太郎・教授 日本学術振興会 代表 基盤（B）海外学術調査 

中国及びネパール高地における適応と肥満、

糖尿病とヒト腸内細菌多様性に関する研究 

山本太郎・教授 日本学術振興会 分担 新学術領域研究 

集団の拡散と文明形成に伴う遺伝的多様性

と身体的変化の解明 

和田崇之・准教授 日本学術振興会 代表 基盤（B） 

患者地理情報と病原体遺伝子情報を駆使し

た結核伝播経路追跡 

和田崇之・准教授 日本学術振興会 代表 挑戦的研究（萌芽） 

病原細菌の宿主適応とニッチ拡散：定着因子

の分子進化から拓く微生物生態学の新展開 

和田崇之・准教授 人獣共通感染症研究拠点・共同研究 代表 結核菌外群種のゲノム解読に基づく分子進

化学的解析 

和田崇之・准教授 日本学術振興会 分担 基盤（B） 

人為的撹乱が野生動物に及ぼす影響の総合

評価：そのメカニズムの解明に向けて 

和田崇之・准教授 日本医療研究開発機構 分担 オミックス情報に基づく結核感染制御技術

の開発研究 

和田崇之・准教授 感染症研究国際展開戦略プログラム 分担 ベトナムにおける感染症制御研究・開発プロ

ジェクト 

和田崇之・准教授 長崎大学 代表 大学高度化推進経費 

腸内細菌が宿主適応する仕組みを追う：定着

因子と宿主決定をつなぐ分子進化ダイナミ

クス 

伊東啓・助教 日本学術振興会 代表 若手（A） 

エージェントモデルによる薬剤投与戦略の

構築－薬剤耐性菌の進化と拡散の防止 

伊東啓・助教 日本学術振興会 分担 基盤（C） 

動的ネットワークの汎用モデルの構築とそ

の一般理論 
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伊東啓・助教 日本学術振興会 分担 基盤（S） 

極限寿命生物の活動的長寿を支える抗老化

システム 

伊東啓・助教 日本学術振興会 分担 基盤（C） 

社会的ジレンマの変動に対応するクラウド

型オンライン実験とエージェントモデルの

融合 

伊東啓・助教 ファイザーヘルスリサーチ振興財団 代表 国内共同研究（満 39 歳以下） 

HTLV-1の蔓延リスク予測と最適な拡散防止

戦略の構築 

伊東啓・助教 長崎大学 代表 大学高度化推進経費 

コンゴ民主共和国における低出生体重児と

その生活習慣病発症リスクに影響する歯周

病原細菌の同定 

 

その他 

非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

山本太郎・教授 非常勤講師（感染症） 新潟大学 

 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

伊東啓・助教 性接触人数は「べき分

布」に従う、長崎大学

と静岡大学が調査 

大学ジャーナ

ルオンライン 

2019.9.4 Web 調査によって性接触人数の次数分

布を調査した。これにより日本における

性接触人数の分布がべき分布に従うこ

とが分かった。この調査結果から、性感

染症の拡散効率などを把握することが

できる。 

伊東啓・助教 【注目プレスリリー

ス】「あなたの経験人

数は何人？」性接触し

た人数の分布はスケー

ルフリー / 長崎大学 

日 本 の 研

究.com  注目

ニュース・プ

レスリリース 

2019.8.28 Web 調査によって性接触人数の次数分

布を調査した。これにより日本における

性接触人数の分布がべき分布に従うこ

とが分かった。この調査結果から、性感

染症の拡散効率などを把握することが

できる。 

 

〇特筆すべき事項 

① 山本太郎 教授：コンゴ民主共和国東部におけるエボラ出血熱の流行に対する国際緊急援助調査チームのメンバー

として JICAより派遣（2019.8.10～8.26 コンゴ民主共和国） 

② 山本太郎 教授：ＮＧＯサンキューセミナーにて講話「エボラ出血熱とアフリカの UHC」（2019.10.18 東京） 

③ 山本太郎 教授：ＮＧＯサンキューセミナーにて講話「抗生物質と感染症、そして人類」（2019.7.5 東京） 

④ 山本太郎 教授：長崎県立東高等学校スーパーグローバルハイスクール講演会 「ナガサキからグローバルヘルス

を考える（2019.6.20 長崎） 

⑤ 山本太郎 教授：著書『抗生物質と人間―マイクロバイオームの危機』が平成 31 年度中越高等学校の入試問題文

として採用 

⑥ 山本太郎 教授：著書『抗生物質と人間―マイクロバイオームの危機』が平成 31 年度高知工科大学入試問題文と

して採用 

⑦ 和田崇之：第 4回抗酸菌研究会において，世話人を務めた (2019.11.16–17，国立感染研). 


